






































































































































癌の一型である破骨細胞型巨細胞癌 （ giant cell carcinoma of
osteoclastoid type ） と区別され、切除可能であれば予後は比較
的良好とされる。本症例も術後2年6ヵ月経過しているが、生存
中である。今回、我々は破骨細胞型巨細胞癌の1例を経験したの
で若干の文献的考察を加え報告する。
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